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中
国
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
の
実
態
　
　
　
　
　
〜 
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
を
中
心
と
し
て 
〜
李
　
　 
虎
　 
男
　
　
　
　
初
　
め
　
に
　
中
国
と
北
朝
鮮
は
、
地
政
学
的
に
見
る
と
、
図
們
江
、
鴨
緑
江
、
そ
し
て
長
白
山
を
挟
ん
だ
隣
国
で
あ
り
、
か
つ
て
か
ら
人
的
、
物
的
交
流
が
続
き
、
相
互
的
に
友
好
関
係
を
保
ち
、
関
係
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
特
に
、
北
朝
鮮
と
一
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
国
境
を
有
し
て
い
る
吉
林
省
は
、
唯
一
北
朝
鮮
と
国
境
貿
易
を
行
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
か
つ
て
朝
鮮
半
島
か
ら
移
住
し
て
き
た
大
多
数
の
朝
鮮
族
が
居
住
し
て
お
り
、
血
縁
的
関
係
も
、
北
朝
鮮
と
は
緊
密
な
紐
帯
関
係
を
形
成
し
て
き
た
。
　
現
在
、
中
国
と
北
朝
鮮
と
の
経
済
関
係
は
大
き
く
四
つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
家
と
の
貿
易
関
係
、
無
償
援
助
、
相
互
投
資
形
式
の
貿
易
、
そ
し
て
国
境
貿
易
で
あ
る
。
特
に
、
二
〇
〇
〇
年
、
北
朝
鮮
対
中
国
間
貿
易
総
額
の
六
六
％
が
国
境
貿
易
で
あ
る
点
を
考
慮
す
る
時
、
国
境
貿
易
が
占
め
る
比
重
が
ど
の
ぐ
ら
い
大
き
い
か
は
容
易
に
想
像
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
　
本
論
は
、
中
国
の
北
朝
鮮
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
経
済
関
係
を
中
心
に
考
察
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
問
題
の
幅
は
非
常
に
大
き
い
た
め
、
北
朝
鮮
と
隣
接
し
て
い
る
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
国
境
貿
易
事
情
に
限
定
し
て
論
じ
た
い
。
第
一
節
　
延
辺
の
対
北
朝
鮮
貿
易
の
変
遷
　
国
境
貿
易
と
は
、
国
際
貿
易
の
一
環
と
し
て
、
国
境
地
域
で
国
家
間
で
行
わ
れ
る
貿
易
の
略
称
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
隣
国
と
の
国
境
地
域
、
住
民
の
経
済
発
展
、
生
活
需
要
、
及
び
、
伝
統
的
な
貿
易
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
、
設
置
さ
れ
た
一
つ
特
別
な
貿
易
形
態
で
あ
る
。
　
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
は
、
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
一
九
五
四
年
、
中
国
対
外
経
済
貿
易
部
が
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
政
府
か
ら
の
「
延
辺
居
民
の
海
産
品
の
需
要
の
問
題
」
の
要
請
に
よ
っ
て
、
許
可
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
一
〇
月
十
九
日
に
、
中
国
食
品
企
司
延
辺
分
公
司
と
北
朝
鮮
の
貿
易
会
社
と
の
間
で
「
延
辺
自
治
州
と
朝
鮮
と
の
物
資
交
換
契
約
書
」
が
締
結
さ
れ
た
。
「
契
約
書
」
に
よ
れ
ば
、
両
国
の
貿
易
を
バ
ー
タ
ー
貿
易
関
係
に
設
定
し
、
取
引
通
貨
を
人
民
元
に
し
、
貿
易
場
所
を
中
国
の
図
們
市
、
沙
陀
子
、
開
山
屯
と
し
、
北
朝
鮮
側
で
は
、
南
陽
、
会
寧
、
慶
源
、
茂
山
と
決
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
五
六
年
、
国
境
貿
易
管
理
を
強
化
さ
せ
る
た
め
、
延
辺
と
北
朝
鮮
が
直
接
な
貿
易
関
係
か
ら
中
国
対
外
経
済
貿
易
局
と
北
朝
鮮
政
府
の
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
、
延
辺
は
そ
の
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
八
年
か
ら
再
び
貿
易
権
利
を
建
辺
側
に
譲
り
、
北
朝
鮮
と
小
規
模
な
貿
易
許
可
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
時
期
か
ら
、
文
化
大
革
命
が
発
生
す
る
直
前
の
一
九
六
五
年
ま
で
、
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
そ
の
成
長
ぶ
り
も
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
文
化
大
革
命
の
発
生
と
と
も
に
、
貿
易
量
は
急
激
に
減
少
し
続
け
、
一
九
七
一
年
な
る
と
、
つ
い
に
完
全
に
中
断
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
表
１
参
照
）
　
こ
の
時
期
に
お
け
る
貿
易
商
品
構
造
を
見
る
と
、
輸
出
商
品
は
服
装
、
染
め
原
料
、
パ
ル
プ
等
の
軽
工
業
商
品
で
あ
り
、
主
な
輸
入
品
は
海
鮮
物
、
リ
ン
ゴ
で
あ
っ
た
。
　
十
年
間
中
止
さ
れ
て
き
た
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
は
、
一
九
八
一
年
十
二
月
に
中
国
を
訪
問
し
た
北
朝
鮮
貿
易
代
表
団
と
中
国
対
外
経
済
貿
易
局
と
の
間
で
結
ば
れ
た
新
た
な
協
定
を
契
機
と
し
、
一
九
八
二
年
か
ら
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
北
朝
鮮
の
経
済
は
一
九
七
九
年
後
半
か
ら
北
朝
鮮
の
経
済
は
不
正
常
な
情
況
を
見
せ
始
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
重
工
業
を
重
視
し
、
軽
工
業
を
軽
視
し
て
き
た
経
済
政
策
が
相
次
い
で
破
綻
し
、
さ
ら
に
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
経
済
は
崩
壊
し
か
ね
な
い
様
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
境
貿
易
は
、
上
昇
す
る
傾
向
を
見
せ
、
交
換
物
資
の
価
格
は
以
前
の
人
民
元
か
ら
ド
ル
に
変
更
さ
れ
た
。
（
表
２
参
照
）
　
八
〇
年
代
の
国
境
貿
易
の
中
国
側
の
商
品
構
造
を
見
る
と
、
軽
工
業
品
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
中
国
側
か
ら
輸
出
さ
れ
た
主
な
商
品
を
み
る
と
、
冷
凍
豚
肉
、
冷
凍
牛
肉
、
砂
糖
、
飲
料
、
酒
、
タ
バ
コ
、
運
動
服
、
服
装
等
の
軽
工
業
品
と
、
白
黒
Ｔ
Ｖ
、
自
転
車
、
カ
メ
ラ
、
ミ
シ
ン
、
カ
セ
ッ
ト
等
の
電
気
商
品
及
び
少
数
の
器
械
設
備
が
主
流
で
あ
っ
た
。
一
方
、
北
朝
鮮
か
ら
輸
入
さ
れ
る
商
品
は
、
明
太
、
す
る
め
、
い
か
、
海
産
物
、
鯖
等
の
水
産
物
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
八
〇
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年
代
末
か
ら
、
延
辺
政
府
は
イ
ン
フ
ラ
設
備
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
セ
メ
ン
ト
、
鉄
鋼
材
料
等
を
輸
入
し
た
。
八
二
年
か
ら
八
九
年
迄
の
国
境
貿
易
の
輸
出
入
総
額
は
、
下
記
表
の
通
り
で
あ
る
。
　
表
で
見
る
よ
う
に
、
延
辺
対
北
朝
鮮
国
境
貿
易
は
大
き
な
変
化
は
無
く
、
比
較
的
安
定
し
、
上
昇
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
輸
出
入
総
額
も
一
九
八
二
年
の
五
四
万
ド
ル
か
ら
一
九
八
九
年
の
五
二
〇
八
万
ド
ル
と
増
加
、
そ
の
倍
率
は
約
一
〇
倍
程
度
に
達
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
一
九
九
二
年
十
一
月
、
中
国
政
府
が
「
国
境
貿
易
管
理
融
和
」
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
過
去
に
あ
っ
た
数
多
く
の
制
限
を
廃
止
し
、
国
境
貿
易
を
活
性
化
を
す
る
た
め
に
、
各
種
の
積
極
政
策
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
九
二
年
ま
で
に
延
辺
に
北
朝
鮮
と
国
境
貿
易
を
す
る
貿
易
会
社
は
五
社
し
か
な
か
っ
た
が
、
九
三
年
に
な
る
と
、
直
接
貿
易
関
係
を
結
ん
だ
会
社
が
十
五
社
に
ま
で
急
増
し
た
。
ま
た
輸
出
入
総
額
も
年
々
増
加
す
る
傾
向
を
見
せ
始
め
た
。
特
に
こ
の
九
三
年
に
は
輸
出
入
総
額
は
初
め
て
三
億
ド
ル
を
超
え
た
。
年　度
１９５４
１９５５
１９５８
１９５９
１９６０
１９６１
１９６２
１９６３
１９６４
１９６５
１９６６
１９６８
１９６９
１９７０
輸出入総額 輸出額 輸入額
13.0
14.3
112.0
471.8
112.8
148
132.4
112.2
222.1
286.1
194.0
8.5
84.5
50.4
67.9
57.7
121.3
180.5
109.2
4.3
38.3
97.7
64.5
54.5
100.8
105.6
84.8
12.3
4.2
1.4
表１　延辺の対北朝鮮国境貿易
　　　輸出入の統計（1954－1970年）
（単位：万元／人民元）
出所『中朝関係通史』吉林人民出版社、1996年、p1123。
年　度 輸出入総額 輸 出 輸 入
54
495
1672
3028
1820
2395
2801
5208
表２　80年代延辺と北朝鮮の国境貿易輸出入統計
（単位：万ドル）
出所『中朝関係通史』吉林人民出版社、1996年、p1239。
貿易黒字
37
66
140
10
177
1
792
27
266
803
1584
915
1286
1400
3000
27
229
869
1444
905
1109
1401
2208
１９８２
１９８３
１９８４
１９８５
１９８６
１９８７
１９８８
１９８９
（
表
３
参
照
）
こ
の
金
額
は
、
当
時
の
延
吉
市
財
政
収
入
と
ほ
ぼ
同
じ
額
で
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
が
九
四
年
後
半
に
な
る
と
、
国
境
貿
易
は
低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
何
故
こ
の
時
期
に
国
境
貿
易
が
縮
小
し
た
の
か
。
そ
の
原
因
を
見
て
み
る
と
、
中
国
側
の
事
情
と
し
て
、
市
場
経
済
と
国
際
的
ル
ー
ル
に
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
調
節
が
行
わ
れ
た
。
新
た
な
経
済
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
外
貨
政
策
が
実
施
さ
れ
、
各
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
輸
入
さ
れ
た
建
設
機
材
、
中
古
自
動
車
、
鋼
鉄
等
の
購
買
力
が
低
下
し
、
大
き
な
経
済
損
失
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
延
辺
の
貿
易
会
社
は
市
場
の
情
勢
を
正
確
に
把
握
出
来
ず
、
市
場
経
済
に
対
す
る
適
応
能
力
に
も
限
界
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
国
際
的
原
因
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
は
旧
ソ
連
の
解
体
と
と
も
に
、
政
治
、
経
済
、
社
会
が
不
安
定
な
状
態
が
続
い
て
お
り
、
北
朝
鮮
も
核
危
機
、
金
日
成
の
死
亡
、
相
次
ぎ
発
生
す
る
自
然
災
害
等
の
原
因
に
よ
っ
て
、
元
々
不
安
定
的
で
あ
っ
た
経
済
構
造
が
一
層
厳
し
い
状
態
に
至
っ
て
い
た
。
　
そ
の
影
響
は
、
北
朝
鮮
の
生
産
体
制
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
、
生
産
が
停
止
状
態
あ
る
い
は
停
止
寸
前
状
態
に
転
落
し
た
。
こ
の
た
め
、
輸
出
資
源
が
大
き
く
不
足
す
る
状
態
に
至
り
、
輸
入
資
金
難
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
が
加
速
し
た
の
み
な
ら
ず
、
仲
介
貿
易
も
萎
縮
せ
年　度 輸出入総額 輸 出 輸 入
表３　延辺の対北朝鮮国境貿易統計 （単位：万ドル）
貿易黒字
329
118
-2,196
-1,796
154
647
550
1,333
1,261
3,008
3,196
4,307
4,398
7,442
1,229
3,786
6,198
14,468
11,371
3,035
1,384
2,434
2,212
4,090
4,044
4,965
6,125
8,917
900
3,668
9,394
16,264
11,217
2,388
834
1,101
951
982
848
658
1,727
1,475
１９９０
１９９１
１９９２
１９９３
１９９４
１９９５
１９９６
１９９７
１９９８
１９９９
２０００
２００１
２００２
2003(11月まで)
出所『延辺50年1949-1999』延辺人民出版社、1999年、p336。
　　及び延辺対外経済局の資料によって筆者が作成した。
2,129
7,454
14,592
32,732
22,588
5,423
2,218
3,535
3,163
5,072
4,982
5,623
7,852
10,392
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アジア の窓
中
国
の
大
学
生
も
就
職
難
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
国
内
外
的
原
因
に
よ
っ
て
、
延
辺
対
北
朝
鮮
の
国
境
貿
易
は
停
滞
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
北
朝
鮮
経
済
は
三
年
間
に
わ
た
る
「
苦
難
の
行
軍
」
政
策
の
結
果
、
九
七
年
か
ら
漸
く
回
復
す
る
き
ざ
し
が
見
え
始
め
た
。
こ
の
間
、
延
辺
の
貿
易
会
社
も
市
場
経
済
適
応
能
力
を
向
上
さ
せ
て
お
り
、
北
朝
鮮
も
金
正
日
体
制
が
本
格
的
に
稼
働
し
始
め
た
。
　
二
年
間
の
過
渡
期
を
経
っ
て
、
一
九
九
九
年
に
な
る
と
、
完
全
に
低
調
期
か
ら
脱
出
、
正
常
的
な
軌
道
に
乗
っ
て
、
国
境
貿
易
は
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
、
貿
易
額
が
増
加
す
る
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
生
の
た
め
四
月
か
ら
七
月
ま
で
中
朝
国
境
を
一
時
閉
鎖
し
、
人
的
か
つ
物
的
交
流
す
べ
て
を
中
止
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
十
一
月
ま
で
の
延
辺
対
北
朝
鮮
の
貿
易
額
は
、
一
億
三
九
二
万
ド
ル
を
突
破
し
た
。
（
表
３
参
照
）
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
三
年
の
対
韓
国
の
貿
易
額
は
一
億
三
四
六
万
ド
ル
を
上
回
っ
た
。
　
な
ぜ
、
こ
の
二
│
三
年
間
、
対
北
朝
鮮
貿
易
額
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
の
か
。
一
つ
は
、
核
開
発
問
題
が
発
生
し
た
以
後
、
北
朝
鮮
政
府
は
国
際
的
支
援
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
い
ち
早
く
辺
境
貿
易
を
通
じ
て
、
食
糧
、
生
活
品
な
ど
の
購
入
に
力
を
入
れ
た
の
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
点
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
七
・
一
経
済
改
善
措
置
」
で
あ
る
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
経
済
事
情
が
あ
る
程
度
の
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
主
民
の
購
買
力
も
増
加
し
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
住
民
が
求
め
ら
れ
て
い
る
物
資
の
供
給
が
不
足
し
、
イ
ン
フ
レ
が
深
刻
化
し
た
た
め
、
辺
境
貿
易
を
通
じ
て
、
解
決
し
よ
う
と
し
た
点
が
大
き
い
。
（
リ
・
コ
ナ
ン
‥
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
国
際
　
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
）
　
つ
い
一
、
二
年
前
ま
で
、
中
国
の
大
学
生
は
就
職
難
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
の
就
職
率
は
七
〇
％
前
後
に
止
ま
る
な
ど
、
社
会
的
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
大
学
生
の
就
職
事
情
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
　
昨
年
の
就
職
難
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
生
な
ど
一
部
突
発
的
要
因
も
あ
っ
た
が
、
最
大
の
理
由
は
新
卒
生
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
学
進
学
率
の
引
上
げ
を
目
標
に
、
一
九
九
九
年
か
ら
大
学
の
入
学
枠
が
拡
大
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
は
新
制
度
に
よ
る
第
一
期
生
の
卒
業
年
次
に
当
り
、
卒
業
生
は
二
一
二
万
と
前
年
比
六
七
万
人
も
増
加
し
て
い
る
。
　
も
う
一
つ
の
要
因
は
学
生
の
希
望
と
企
業
の
求
め
る
人
材
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
あ
る
。
学
生
は
高
収
入
と
大
都
市
を
就
職
先
決
定
の
二
大
要
因
と
し
て
お
り
、
大
都
市
、
政
府
機
関
、
国
有
企
業
、
外
資
企
業
の
人
気
が
高
い
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
高
収
入
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
労
働
力
市
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
高
い
技
術
教
育
を
受
け
た
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
で
あ
る
。
　
大
学
生
の
就
職
難
と
西
部
地
区
開
発
の
一
石
二
鳥
を
狙
っ
て
、
政
府
は
大
学
生
の
西
部
地
区
へ
の
就
職
を
奨
励
し
て
い
る
。
『
人
民
日
報
』（
〇
三
年
七
月
二
二
日
）
に
志
願
者
名
（
六
〇
〇
〇
人
）
を
公
表
す
る
な
ど
相
当
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
大
量
の
小
中
学
校
教
員
が
逆
に
西
部
地
区
か
ら
流
出
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
か
つ
て
の
下
放
青
年
を
想
起
さ
せ
る
こ
の
政
策
を
根
付
か
せ
る
に
は
か
な
り
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
と
な
ろ
う
。
　
希
望
す
る
就
職
先
を
決
め
か
ね
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
の
は
高
額
な
違
約
金
の
存
在
で
あ
る
。
労
働
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
後
に
解
約
し
た
場
合
、
従
来
は
三
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
元
の
違
約
金
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
現
在
で
は
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
元
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
の
授
業
料
が
、
都
市
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収
の
五
〇
％
前
後
（
四
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
元
）
と
高
い
う
え
で
の
違
約
金
の
負
担
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
学
生
の
多
く
は
自
己
の
希
望
す
る
就
職
先
を
選
択
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
も
一
人
っ
子
政
策
の
所
以
で
あ
ろ
う
か
。
　
大
学
進
学
率
は
〇
三
年
の
十
七
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
二
三
％
へ
と
上
昇
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
学
卒
業
者
も
急
増
す
る
。
労
働
・
社
会
保
障
省
の
推
計
で
は
、
今
後
数
年
間
、
毎
年
の
求
職
者
二
〇
〇
〇
万
人
に
対
し
、
雇
用
者
数
は
九
五
〇
万
人
前
後
で
あ
る
と
い
う
。
　
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
中
国
で
も
経
済
成
長
は
必
ず
し
も
雇
用
の
拡
大
を
意
味
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
大
学
側
が
産
業
構
造
に
対
応
し
て
大
幅
な
学
科
調
整
を
し
た
と
し
て
も
、
早
晩
大
学
生
の
就
職
難
は
恒
常
的
な
社
会
現
象
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
（
小
林
熙
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）
